
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2019年8月21日

派遣決定番号 K161

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 門川　大作

担当者部署 連絡先電話番号 075-222-3216

担当者役職 担当者氏名 連絡先E-mail toukei@city.kyoto.lg.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2019年8月19日 13時30分 17時00分 10 200

３－２． 会場名 最寄駅 太秦天神川駅

派遣場所 所在地

最寄駅からの交通手段

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

52 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

604-8005　京都府京都市中京区河原町三条上る恵比須町427番地　京都朝日会館4階

太田垣 恭子

大変よい

ワークの時間が少ない中，参加者にも満足いただく内容でコーディネートしていただけたと感じています。コーディネートに
あたっては，こちらが目指すこと，参加者が求めることをヒアリング等のうえ検討いただけたことも，よかったと思います。

右京区役所

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

大変御多忙にしておられる中恐縮ですが，ぜひ今後も本市のオープンデータの推進に引き続きお力添えをいただきたく思います。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

京都市

総合企画局情報化推進室統計解析担当

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

庁内においては，オープンデータ推進に関する事業の開始以降，データ数は年々増えてきているもの
の，オープンデータへの理解度の不足や業務の繁忙等の理由により，自発的にオープンデータの公開
を進める土壌が根付いていない。
また，オープンデータを利用する側の市民等も，オープンデータ活用のノウハウについて，知識や経
験が十分であるとは言えない。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

最寄駅下車すぐ

人数

職員，市民・企業等

〒616-8511　京都市右京区太秦下刑部町12

○掲載可

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

③現段階では課題・問題が残っているため未定

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

セミナーへの満足度等を把握するため，各パートごとに内容についての感想を聞き，太田垣氏のパー
トにおいては9割近くが「興味が湧く」との回答を得た。（1割は「内容が難しかった」と回答）

本市職員に対しては，オープンデータへの理解を深め，本年度中に1つでも多くデータを公開しても
らうことを目指す。
市民等に対しては，オープンデータへの関心の向上，利活用の啓発を行い，グループワークを通して
市民等からのアイデアを促し，統計解析担当として市民等のニーズ把握に努めたい。

グループワークのコーディネート（オープンデータ利活用の推進にあたり，データを提供する側（本
市職員）とデータを利用する側（市民等）双方の協力体制の構築について理解を深めることを目標と
する）
すぐに目に見えて改善・解決したものは捉えにくいが，アンケート結果に「職場に帰ってオープン
データにあげられるものがないか声をかけてみます。」等の記入が見られ，少なくとも参加者の中で
は意識改革が進んだ様子がうかがえる。

上記のとおり，参加者の意識は上がるが，職場全体に普及するには至っていない。オープンデータに
対する理解や関心をより多くの人々に持っていただくには，今後も継続的な取組が必要である。

⑦その他

市民等のデータに関するニーズ等



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。


